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 学校行事で慌ただしかった 2 学期でしたが、気が

つけば期末テスト前ですね。２０１７年もあと残り

わずかですが、皆さんにとってはどんな一年になり

ましたか？ “All’s Well That Ends Well（※）”と

も言いますから、悔いのないように今年を締めくく

りたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 日間の予定で山東師範大学附属中学を訪問しま

した。台風の影響で出発が 1 日遅れ、現地での日程

がずれはしましたが、姉妹校の方々は温かく迎えて

くれました。ホームステイをしながら、学校授業に参

加したり、近郊の世

界遺産を見学したり

しました。英語を中

心にコミュニケーシ

ョンをはかり、文化

の違いに触れる中

で、互いに解り合う

ことの大切さを学ん

だ訪問となりまし

た。 

 

 

 

 

 

☆スペイン・ガリシア州青少年交流訪問団 受入れ 

8 月 30 日（水） 和歌山県主催のプログラムで

姉妹道提携を結んでいるスペイン・ガリシア州から

青少年交流訪問団が本校を訪れました。２年生と３

年生のスペイン語選択生徒と交流授業を行いました。

自己紹介やゲームを行い、勉強中のスペイン語での

コミュニケーシ

ョンにチャレン

ジしました。後

日、ガリシア州

の新聞で本校と

の交流の様子が

紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

☆台湾致用高級中学校訪問団 受入れ 

11 月 8 日(水)  台湾致用高級中学校訪問団 31

名と引率教員 2 名が本校を訪れました。１年 G 組と

の交流授業では、台湾の訪問団のダンスパフォーマ

ンスを鑑賞し、互いの学校を紹介し合いました。学校

訪問は半日だけの短いものでしたが、自己紹介やチ

ーム対抗の台湾クイズを通じ密度の濃い交流ができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 12 日（日）にディベート大会がありまし

た。本校からは２チームが参加し、熱い舌戦を繰り広

げました。参加者から２名の感想を紹介します。 

 

２年 A 組 阪本くん 

 大会前の１ヶ月間はディベートの猛特訓をして臨

みました。大会は強敵揃いでしたが、その分、得るも

のは大きかったです。特に英語の「聞く」「話す」と

いう力が向上したと思います。自分にとって大きな

チャレンジでしたが、皆さんも是非挑戦してみてく

ださい。 

 

２年 H 組 荻原さん 

 今回のこのディベート大会は、それまでの準備過

程も大会本番もとても有意義なものになりました。

また、ディベートを通して意見交換の楽しさを知る

ことができました。ディベートはとても勉強になる

ので、興味を持ったら、ぜひ来年参加してほしいで

す。必ず力になります。 

日程：１０月２２日～２７日 

参加者：国際交流科生徒６名 

引率教員 2 名 

 

「サンティアゴ大聖

堂のあるガリシアか

ら１５人の若い大使

が日本へ。」 

プレゼント交換

もしました！ 

（※）“All’s Well That Ends Well” ＝ 「終わりよければ全て良し」 


